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湯浅八郎 述
田中文雄 編　湯浅八郎記念館 新装版編集

世界の心に繋げられた日本の魂
「湯浅先生は、神と人、人と人、人と自然、さらには人と物とを、巧まずに結び合
わせる稀有の人だった。本書は氏の生の声に触れられる得難い記録である。」

——村上陽一郎氏（科学史家、科学哲学者）推薦

《著者・編者紹介》
湯浅八郎（ゆあさ・はちろう　1890-1981）…1908 年に単身渡米、イリノイ大学大学院で博士号取得（昆虫学）。
京都帝国大学教授、同志社総長を歴任し、国際基督教大学初代学長（総長）に就任。1971 年、京都民芸協会会長
に就任。
田中文雄（たなか・ふみお　1933-2011）…ニューヨーク州立大学大学院修了。1964 年より国際基督教大学で西洋
美術史を教え、1996 年まで湯浅八郎記念館館長を務めた。

◉��研究者・教育者としての働きの一方、民芸品の蒐集家でもあった湯浅八郎が、
晩年に ICUで語った民芸に関する講義を書籍化。

◉  初版（1978年）に英語訳を付し、装丁を一新。
◉�カラー図版には湯浅八郎記念館の収蔵品を多数収録！

1982 年、湯浅八郎の大学創設への貢献を記念し
ICU内に開館。湯浅が蒐集した各地の民芸品、大学
構内の遺跡から出土した考古遺物、その他の美術品
や歴史資料などを収蔵・展示している。

国際基督教大学博物館湯浅八郎記念館


